
 

すみません より ありがとう 

校長 岩松玲子 

自分づくり講演会が 11月 9 日、パラリンピック自転車競技の金メダリスト 杉浦 佳子さんを迎えて

行われました。富岡中学校の学校の指導の重点として、「自分をみつめ将来を見通した生き方」と「集団

を通して人現関係を形成する」というふたつの視点があります。これらをふまえて自分づくり教育とし、

自らも大切にし、他の人も大切にする そしてより良い生き方を考える ということを実践しています。 

杉浦さんは自転車の事故により車いす生活で薬剤師の仕事も不可能という状態から、努力に努力を重

ね、東京オリンピックで二つの金メダルを獲得するという快挙を成し遂げています。「努力」とか「あき

らめない」「夢を持ち続ける」というワードは様々な場面で聞く言葉ではありますが、杉浦さんのお話で

は、言葉に力強さがあり、ご自分の失敗経験から物事を前向きに捉えて実行する為のちょっとして工夫

など具体的な話でしたので、生徒たちには響くものがあったと思います。その中で印象的だったエピソ

－ドの一つとして、杉浦さんは、自分でできないことを助けてもらったら、「すみません」というのでは

なく、「ありがとう」という言葉を言い続けているそうです。日頃からありがとうの連鎖がつながりすべ

ての人が安心して暮らせる社会にみんなで意識していかなければならないと改めて感じました。 

以下は生徒たちの感想の抜粋です。 

〇 障がいのある人にとって一番辛いのは偏見だと知って驚いた。健常者の考え方によって改善し優しい

社会をつくりたい。 

〇 杉浦さんの歩んできた大変な道のりを知り、胸が締め付けられました。それでも前を向き続けている姿

勢に感動しました。 

〇 生まれながらにして障がいや心に不自由のある人や生きていく中で事故や怪我を負ったりすることも

ある。全ての思いやその人のことを理解することは大変だと思うので、お互いに分かろうとする姿勢が

大切だと思った。 

〇 自分は努力するのが苦手で、いつも楽な方へ逃げ、目標のハードルを下げてばかりなので自分に厳しく

努力をして、やりたいことを達成できるようにしていきたい。 

〇 今回の講演で偏見よりも自分の知っている情報を大事にしたいと思いました。杉浦さんの「人の役に立

ちたい」という言葉が私の何かを動かしてくれたと思いました。 

〇 小さな失敗をチャンスにして、小さな目標を一つ一つクリアして大きな目標、夢の達成にしたい。そし

て、「ありがとう」の連鎖を作りたい。 
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「夢に向かう努力と覚悟～諦めない力～」 

１１月９日(木)に、東京 2020年パラリンピック金メダリストである杉浦桂子さまをお招きし、4年振りとな

る「富岡中学校自分づくり教育講演会」を実施しました。富岡中学校自分づくり講演会は、社会でご活躍されて

いる方のお話をうかがうことで、「自分を見つめ、生き方を考える」ことを目的にしています。 

今回お招きした杉浦さんは、2016 年に自転車レース中の事故により脳挫傷、外傷性くも膜下出血、頭蓋骨・

鎖骨・肋骨・肩甲骨の粉砕骨折、三半規管損傷を負い、高次脳機能障害と付き合いながら、薬剤師と自転車競技

選手という夢を叶えました。杉浦さんは、障害を負われた当初、記憶が 10分しかもたないなどのハンデを抱え

ていたそうです。そんな中、夢に向かい世界の頂点に立った杉浦さんのお言葉一つひとつには大変説得力があり

ました。 

                                                                                  

講演会の様子            生徒からの質問    代表生徒からのお礼の言葉 

 

講演会の後、競技自転車のデモンストレーションが行われました。 

各学年でアスリートと自負する職員、加賀美教諭、平田教諭、青木教諭もエアロバイクに挑戦しましたが、 

金メダリストの杉浦さんの回転率には到底及びませんでした・・・。世界一は凄い！！    



 

 

富岡中学校では、自分づくり教育の一環として、３年間を通じたキャリア教育を行っています。 

１年次には、「職業調べ」で様々な職業について知る、「職業講話」では、地域の職業人の方々のお話から自分

自身を見つめ、勤労観や職業観を育む機会としています。 

2年次では、「職場体験学習」として市内の事業所様にご協力いただき、「はたらく」ということを体験させ

ていただき、将来を見つめる大きなきっかけとなりました。この職場体験学習は、新型コロナウイルスの影響

による３回の中止を経て、今年度４年振りに再開しています。今年度本校生徒を受け入れてくださった 81事

業所の皆様に感謝いたします。 

       

イオン金沢シーサイド店様にて商品陳列                 秋山畳店様にて畳の手縫い作業 

 

          

     関東学院大学購買部様にて事務作業         金沢消防署富岡出張所様にて放水訓練 

 

          

    JTB横浜支店様にて旅行プラン作り        横浜上中里郵便局様にて商品読み取り作業 



日 曜 昼 部 行事予定 日 曜 昼 部 行事予定

1 金 〇 〇 (３年)進路希望調査締め切り 1 月 元日

2 土 2 火

3 日 3 水

4 月 〇 〇 三者面談①　創夢祭展示 4 木

5 火 〇 〇 三者面談②　創夢祭展示 5 金

6 水 〇 〇 三者面談③　創夢祭展示 6 土

7 木 〇 〇 三者面談④　創夢祭展示 7 日

8 金 〇 〇 (3年)昼食後下校 8 月 成人の日

9 土 9 火 × × ❶全校集会

10 日 10 水 〇 〇

11 月 〇 〇
(3年)昼食後下校
3年SEPRO❷2組❸6組❹5組 11 木 〇 〇

12 火 〇 〇
(3年)昼食後下校
3年SEPRO❷3組❸4組❹1組 12 金 〇 〇

13 水 〇 〇 生徒会役員選挙リハーサル 13 土

14 木 〇 〇 ❺生徒会役員選挙 14 日

15 金 〇 〇 (3年)5校時後下校 15 月 〇 〇 リーダーサミット3:00

16 土 16 火 〇 〇

17 日 17 水 〇 〇 個別支援学級合同学芸会

18 月 〇 × 簡単清掃　完全下校2:50 18 木 〇 〇
❻横浜プログラム
(3年)5校時後下校

19 火 〇 〇
❻(2年)学年集会
個別支援学級（ボーリング大会) 19 金 〇 〇 ❻集会

20 水 〇 〇 簡単清掃 専門委員会2:50 20 土

21 木 〇 〇
❶(1年)学年集会
評議会4:00

21 日

22 金 〇 〇
❶(3年)学年集会
大掃除

22 月 〇 〇 簡単清掃　専門委員会2:50

23 土 23 火 〇 〇 １，２年教育相談①

24 日 24 水 〇 〇 １，２年教育相談②

25 月 × 再
❸全校集会
部活動再登校15:15

25 木 〇 〇
１，２年教育相談③
1年SEPRO❷3組❸2組❹4組

26 火 冬季休業(～1/8) 26 金 〇 〇
１，２年教育相談④
1年SEPRO❷5組❸1組

27 水 27 土

28 木 28 日

29 金 29 月 〇 × 簡単清掃　完全下校2:50

30 土 30 火 〇 〇

31 日 31 水 〇 〇 ３年学年末試験

1月　行事予定12月　行事予定


